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2014 年度奨学金授与式報告 

去る 7 月 16 日 (水)、公益財団法人髙山国際教育財団の 2014 年度奨学金授与式がホテルヒルトン東京で平井

理事長はじめ役員の皆様方、学校関係者のご参列のもと開催されました。(詳細は 2ページに続く) 
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2014 年度 授与式・7月例会報告  

開催日 2014 年（平成 26）年 7月 16 日（水） 

出席者 平井理事長、劉理事、近森理事、福元理事、

水島監事、加藤評議員、宇野評議員、 

陳選考委員、秋山選考委員、2014 年度奨

学生 59 名、2013 年度奨学生 38 名、髙山

留学生会館生 6名、元奨学生 5名、元会館

生 0名、ゲスト 12名、事務局 6名、合計

135 名 

[平井理事長ご挨拶]

皆さん、今晩は、只今ご

紹介いただいた平井でご

ざいます。 

本日は、高山国際教育財団

の2014 年度奨学金授与式

ということで奨学生とし

て厳しい関門を通り、選抜された皆様大変おめでと

うございます。 

後程、加藤選考委員に講評をお願いしております

が、今年度も大変優秀な皆様がご応募いただき財団

として大変うれしく思っております。 

また、優秀な奨学生を推薦していただいた学校関

係の皆様大変有難うございました。日ごろからの当

財団へのご協力、ご理解と合わせて厚く御礼申し上

げます。 

今年度は新しく奨学生になられた 60 名の皆様、

昨年度より継続の奨学生 43 名と合わせて 103 名の

奨学生に奨学金を授与することになりました。 

新しく高山国際教育財団の奨学生になられた皆様

には、毎年申し上げていることではありますが、当

財団の成り立ちと趣旨をご理解いただいて置かな

ければならないと思います。 

当財団は、初代理事長高山成雄氏が、2001 年 5

月に設立した財団で、設立以来の奨学生の人数は

584 名になります。その中で博士号取得者は 27 名

になりました。 

高山理事長は、幼少の頃から日米を何度となく行

き来をし、両方の国で教育を受けられ、その経験を

踏まえ、戦後、日本に戻られブラジルから天然の水

晶を輸入する貿易会社伯東株式会社を設立され、現

在東証一部に上場し、年間売り上げ約 1300 億円の

企業になっております。伯東に関しては、後程伯東

の方にご説明戴くことになっております。 

高山理事長はロータリークラブなどの社会活動

を通じて日本に留学している学生の内経済的な理

由で留学の継続を断念しなければならない方々が

いることに心を痛めておりました。 

日本に来て、日本語を勉強し、色々な分野での勉

学、研究をしたいと願っているアジアを中心とした

方々に援助をし、その方々の夢の実現、母国と日本

との懸け橋、さらには国際人として活躍してほしい

と願い、その思いを実現するため、高山理事長個人

の財産を投入し、当財団を設立されました。当財団

のすべては高山理事長の寄付による伯東株式会社

の株式配当をベースに賄われております。 

残念ながら、高山理事長は 2010 年 7 月 94 歳でお


